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沖縄⽂庫連と県⽴図書館員によるおはなし会です。
今⽉は、「中国語」です！   

どなたでも無料で
参加できます！
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参加費
無料

参加費
無料
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素敵なおはなし会
おはなしの森

定例おはなし会 
�3⽉20⽇（⽊・祝） 10�:�30∼11�:�00

3⽉7⽇（⾦）�10：30∼11：00
せかい�の�えほん�読み聞かせ会

「えいご」でおはなし会

3⽉27⽇（⽊）�10：30∼11：00

沖縄児童英語研究会による「えいご（英語）」のおはなし会です。

⼦育て⽀援イベント「エジソンのたまご」

講師に丹野清彦先⽣（元琉球⼤学教授）を迎え,全４回を予定しています。今回が最終回です。
集団⽣活や学校⽣活での悩みについて,丹野先⽣と気軽に「ゆんたく（おしゃべり）」できたらいいなとの思いで始め
ました。

最終回は3/13。中学⽣の話に焦点を当てます。参加者受付中！

３⽉１３⽇（⽊）開催の「エジソンのたまご」
受付は下記の⼆次元コードからも可能です！

「エジソンのたまご」の詳細については、
下記の⼆次元コードよりどうぞ！当館HPの
「エジソンのたまご」紹介ページです。

英語じゃなくてもいいんです！外国⼈とやさしい⽇本語で話そう
３階ホール

交流ルーム

誰にでもできる、外国⼈と⽇本語で仲良くなる⽅法

⽇時：３⽉２⽇（⽇） １４：００∼１６：１５
           （開場１３：３０）
場所：沖縄県⽴図書館3階ホール

講師：吉開 章（よしかい あきら）⽒

主催：特定⾮営利活動法⼈キャリエイド

共催：沖縄県⽴図書館

協⼒：やさしい⽇本語で結ぶおきなわ∼結の会∼
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⼦どもの本⼀般図書

新着図書紹介

郷⼟本

ここで紹介している新着図書は⼀部です。まだまだ�あるので、ぜひご来館ください！

別置記号「J」

別置記号「K」

『完本 忍者の教科書 
The�Ninja�Textbook』

伊賀忍者研究会／編，⼭⽥�雄司／監修 
 笠間書院 2024年

忍びの基本は情報戦とゲリラ戦!�伊賀忍者研究会の
メンバーらが、忍者の歴史から、忍術と忍具、忍
術伝書の双璧「萬川集海」「正忍記」、忍者の本当
の姿まで解説する。伊賀・甲賀忍者史跡探訪も掲
載。 
（TRC図書館流通センターより）

⼀冊紹介！



3⽉の展⺬

QUESTIONNAIRE

受付期間
３⽉２４⽇（⽉）まで

撮影できる展⺬とできない展⺬があります。
館内撮影には事前申請が必要です。

令和6年度(2024年度) 図書館利⽤者アンケート
にご協⼒ください。

当館では、図書館評価の⼀環として、利⽤者の皆様の満⾜度調査を評価に反映することとしました。
また、あわせて利⽤実態の調査や皆様からのご意⾒をうかがい、図書館運営改善の参考にさせていた
だきたいと思います。ぜひ左記の⼆次元コードからご回答ください！

※本調査は無記名で実施し、回答は統計的に処理されますので、御回答いただいた情報から個⼈が特定されること
はございません。

所要時間
５分∼１０分程度



⼩学5∼6年⽣に
おすすめ

利⽤案内
�開館時間：9時∼20時（以下の休館⽇を除く）
�休館⽇：毎週⽕曜⽇、年末年始、特別整理期間
�※図書館専⽤の無料駐⾞場はございません。
�お⾞でお越しの際は、周辺の有料駐⾞場をご利⽤ください。

来館される皆様へのお願い
・館内では飲⾷禁⽌です。飴・ガム・チョコレートなども持ち込みはお断りしています。
����倒れても、中⾝がこぼれない容器に⼊れた飲み物は持ち込みが可能です。
・携帯電話やスマートフォンはマナーモードに設定し、通話は4階・5階にある
 館内電話ボックスをご利⽤ください。
・館内は撮影禁⽌です。撮影はお控えください。

『ランドセルいっしょけんめい』

３⽉21⽇は「ランドセルの⽇」だそうです。
３+２+１は６になることから、6年間使ったランドセルに感謝の気持ちを表すことから、この⽇になりまし
た（※）。学校を卒業しランドセルに別れを告げる⼈、反対に4⽉から⼩学⽣になる⼈もいるでしょう。
今回は、そんな⽇にちなんでランドセルが登場する本を紹介しますよ。

(※)参考：ランドセルのフジタ「フジタのランドセル｜ホーム�>�ランドセルの選び⽅
>�ランドセルのコト�>�ランドセルにまつわる雑学！起源や記念⽇があるのはご存じで
すか？」(最終閲覧 2025/2/17)

⼩学1∼２年⽣
におすすめ

0歳∼５歳に
おすすめ 資料ID 1005623556

ら

だより
ちゃわ びん 〜

著者

出版社

『らんらんランドセル』

モリナガ�ヨウ／著  

めくるむ

資料ID 1009825116 著者 とよた�かずひこ／さく・え  ポプラ社

沖縄なんでもQ＆A
このコーナーでは沖縄県⽴図書館に寄せられたお問い合わせ（調査・相談、レファレンス）の⼀部をご紹介します。�

Q.�ンマハラシーとはなんですか？
No.162�(郷⼟資料レファレンス事例)

A.����ンマハラシー（⾺⾛らせ）とは、沖縄で昭和初期ま
で⾏われていた競⾺のことです。ンマスーブ（⾺勝負）
やンマズリー（⾺揃い）とも⾔います。地域の⾏事に併
せて開催され、⼈々に⼈気のある娯楽の⼀つでした。
�本⼟の中央競⾺では、⼤型のサラブレッドが1000∼
3600ｍの距離を⾛る速さを競うレースであるのに対し、
ンマハラシーは⼩柄な在来⾺が200∼300ｍの直線距離
を、速さだけでなく⾛る姿の美しさを競いました。対戦
はトーナメント⽅式ではなく、審判が事前に協議し、同
等の⼒を持った⼆頭の⾺同⼠が対戦しました。
�⾺具も審査対象であり、華やかな装飾が施されていまし
た。乗⾺⽤の鞍はイーク（もっこく）やチャーギ（いぬ
まき）などの⽊材を⽤い、⾚く漆塗りをした唐鞍に紅⽩
の⼿綱、前帯・尻帯・腹帯・⽿飾などは、⾚・⽩・⻩・
紺・橙⾊などの縫込み⽣地や造花で飾っていたそうで
す。勝ち⾺の⾺主や騎⼿には、⼿ぬぐいなどの賞品が贈
呈されていました。
梅崎（2012）によれば、⾺の⾛り⽅には、①「イシバ
イ」（並⾛り）、「ジーバイ」（地⾛り）、「トントンバイ」
（跳び⾛り）などと呼ばれる、細やかでゆったりとした
脚の運び⽅と、②「側対歩・アンブル」と呼ばれる、右
前脚と右後脚、左前脚と左後脚を同時に繰り出す脚の運
び⽅の2種があり、全⼒疾⾛をすると、「ヤマト⾛り」（本
⼟⾵の⾛り⽅）といって笑われたそうです。

令和7年(2025年)3⽉発⾏ 第195号
〒900-0021�沖縄県那覇市泉崎1-20-1�カフーナ旭橋Ａ街区
TEL：098-894-5858（代表）

出版年 2022.4

出版年 2004.3

『ランドセルは海を越えて』 資料ID 1009279793

著者 内堀�タケシ／写真・⽂  出版社 ポプラ社 出版年 2013.4

世界中で⽇本だけにしかないランドセル。どんな⽣
地で作るの?�どんな機械で縫うの?�⽣地が作られる
ところから、ランドセルの形になって届けられるま
でを取材し、くわしい絵で紹介する。調べ学習にも
ぴったりな絵本。
(TRC図書館流通センターより)

内容

出版社

内容 けんたくんは⼀年⽣。りょうくんも⼀年⽣。おやおや、けんたくんのランドセ
ルがなにかいっています。さあ、きいてみましょう…。いつもいっしょけんめ
いなものたちのきもちが、たくさんつまった本。  
(TRC図書館流通センターより)

内容
アフガニスタンでわたしたちのランドセルはもう⼀度⽣き返る-。内戦が続き、学校の運営が
ままならないアフガニスタンに、6年間⼤切に使ったランドセルを届ける運動を伝える、感
動の写真絵本。⾒返しに写真あり。
 (TRC図書館流通センターより)

�参考資料

�⾺場は、離島も含む沖縄県内各地に分布していました。そ
の形状は、幅が10∼15ｍ、⻑さが100∼300ｍほどと細⻑
く、両脇に植えられたリュウキュウマツやコバテイシ、ガ
ジュマルなどの並⽊が⼈々に⽊陰を供していました。
�しかしながら、ンマハラシーをめぐる状況は⼤正9年に⼤
きく変わります。この年、陸軍の要請により沖縄本島と宮
古島に「⾺匹去勢法」が施⾏されます。在来牡⾺を去勢
し、本⼟から導⼊した⼤型の⾺と交配させて軍⾺に適した
⼤型⾺を⽣産するためです。その結果、⼩型の在来⾺は混
交・雑種化する形で駆逐されていき、競⾺に出場する⾺が
確保できなくなりました。ンマハラシーは急激に廃れてい
き、最後まで残った⾸⾥の平良⾺場も戦況が厳しくなった
1943年、ついに閉鎖し、ンマハラシーの歴史は幕を閉じま
した。
2012年、梅崎晴光⽒の著書『消えた琉球競⾺』により再び
脚光を浴びたンマハラシーは、その翌年、在来家畜の保存
に⼒を⼊れている沖縄こどもの国によって、70年ぶりに復
活開催されました。（平良）

梅崎晴光『消えた琉球競⾺』ボーダーインク 2012年
⻄村秀三「⾺場と⾺勝負̶̶沖縄における農村娯楽の⼀側⾯̶̶」『沖縄⽂化』第40巻1号『沖縄⽂化』編集
所 2005年
沖縄県教育委員会編『沖縄縣史 第6巻 各論編5 ⽂化2』1975年
沖縄こどもの国編『琉球競⾺ンマハラシー実施報告書 令和4年度』2023年
沖縄⼤百科事典刊⾏事務局編『沖縄⼤百科事典 中巻』 沖縄タイムス社 1983年
「復活！！ンマハラセー・琉球競⾺の記憶」上・中・下『琉球新報』2013年3⽉7⽇、3⽉8⽇、3⽉9⽇

Webサイト
沖縄こどもの国：イベント情報「第20回琉球競⾺ンマハラシー」https://www.okzm.jp/event/2749/ 
（最終確認⽇2025年2⽉12⽇）


